
【司会】 

お時間になりましたので、子供の居場所づくりビギナーズセミナー「ワイワイ楽しく子ども食堂＆プレーパーク」を開始いたします。 

まず初めに、一般社団法人埼玉県子ども食堂ネットワーク代表理事 東海林尚文様より、子ども食堂はみんなの居場所と題

してお話いただきます。 

東海林様は埼玉県内約200の子ども食堂の運営をサポートする一般社団法人埼玉県子ども食堂ネットワーク代表理事とし

て、個人や企業、埼玉県庁や社会福祉協議会との連携を進め、県内の子ども食堂への情報提供や支援品の配布、イベント

企画・運営相談など、様々な側面から支援をしていらっしゃいます。 

東海林様、お願いいたします。 

 

 

【東海林氏】 

埼玉県子ども食堂ネットワークの東海林と申します。 

本日ビギナーズセミナーということですので、皆様に子ども食堂ってどんなところなんだろうっていうことをですね、少しでもわかりやす

く進めていければなというふうに思っております。 

 

また終わった後にブレイクアウトルームでいろいろご質問等々も受けられるということですので、その時はまたね、皆さんで盛り上がっ

ていければなと思ってますので、遠慮なくご質問いただければと思います。 

 

では早速参りたいと思います。 

お願いします。 

 

子ども食堂っていうのはどういうものなのかということで皆さんの資料はお持ちになってらっしゃるのかな。 

皆さんのお手元にも資料は行ってるかなと思うんですけれども、ざっくりこういうことですよっていうのが書いてます。 

 

後でお目通しいただければと思うんですけれども、非常に大切だなと私が感じている、思っているところがですね。 

下の方に下線部ありますけれども、貧困家庭の子供への支援に限らず、食を通じた、地域の交流の場としての役割を担ってい

ることも多い。 

それぞれの運営団体が強みを生かした多様な活動があることも特徴として挙げられる。 

このように書かせていただきました。 

 

ここは非常にね、大事だなと思っていまして、子ども食堂はもともと貧困対策だというところから始まってはいるんですけれども、今

少しずつですね、その機能だったりとか、役割っていうのが少しずつ変化してきています。 

そういったところも、また今日お伝えできればいいかなと思ってます。 

 

 



まず、最初に子ども食堂ってどんな感じなのかなっていうのを、まず写真でご覧いただきたいと思います。 

これはですね、私が主催している、富士見市でやっている子ども食堂、コロナ前の状態ですけれども、公共施設を使ってやってお

ります。 

 

次お願いします。 

子供たち来て、この時はですね一番左側の写真ですが、男の子たちがですね、学校で遊んでた帰りに寄ってくれて、ちっちゃい子

に配膳をしたらどうかと思って、提案したらですね。 

彼らは喜んで配膳してくれたと。 

なんか、マスクも何もしないじゃんかって思うかもしれませんけど、コロナ前ってこんな感じだったんですよね。 

みんなでこう、ワイワイと食べてるっていう感じだったんですけれども、真ん中の写真はもうみんなでこうね、ご飯食べてるよって。 

もう好きなだけ食べてねっていう感じなんですけれども、一番右はちっちゃい子たちに、小学生のお姉ちゃんが、子供たちに読み聞

かせをしているという、何とも微笑ましいシーンなんですけれども、こういったことも自然に起きてくるっていう、そういった場所になりま

す。 

 

次お願いします。 

我々のところはですねみんなで食べるとおいしいね、楽しいね、こういったのもですね地域に広がるといいよなと思ってまして。 

その地域で育む食卓を大きくとろう。 

大きな食卓としてみんなでご飯を食べようというような考え方。 

これが子ども食堂の一番基本になる部分かなというふうに思っています。 

今ですね、とはいえ、本当にコロナというとても大変な事態が、起きてしまってですね。 

今までですねこのように楽しくワイワイってやってたんですけれども、次のページよろしいですかすいません。 

 

このコロナ禍での取り組みというところになります。 

もうコロナになってしまったんですが、それでもやっぱり今まで繋がっていてくれた方たちと、これで切れてしまうのはちょっともったいな

いし寂しいなあと。 

子供たちもどうしてるんだろうなあということをずっと考えておりまして、さすがに会食はできなくなりましたけれども、お弁当、それか

ら、いろんな食材を配ったりとかしてみたらどうだろうということで、早速、お弁当や食材を配布する活動に移行いたしました。 

 

ここには鰻の写真が載っておりますけれども、毎回鰻が来るわけではないんですが、この時は本当にラッキーなことにですね、どこだ

ったっけかなあ。ごめんなさいちょっと九州からですね、鰻の支援というのが入りまして、これを使ってうな丼みたいなものを作ったりと

か、後にも先にも1回だけなんですけど、こういった繋がりの中でですね、コロナでもずっとやり続けてきたというところがいえると思いま

す。 

 

次の写真お願いします。 

お弁当はこんな感じで作っています。 



本当に調理のスタッフさんがの何人かいるんですけれども、毎回試行を凝らしてですね、様々な楽しんでいただけるようなお弁当

っていうことをね、いまだに頑張って続けてくれています。 

 

次のページお願いします。 

コロナ禍でも止めなかった理由。そもそもやめるつもりはなかったんですけれども、誰でも参加できて、利用者が安心できて、地域

の繋がりを感じられる。 

そういう、社会全体で子供たちを見守っていける。 

そんな温かい場所。 

そういうところが、きっと子ども食堂にはあるんじゃないかなというふうに思ってやってきたので、例えコロナでそのお弁当に配布ってい

う形に変わったとしても、そこがゆくゆくその利用者の皆さんにとってね、いい場所っていうことになる可能性があるなと思って。 

その必要性。僕らがやっていかないといけないなというふうにずっと思って、それで続けてきたということになります。 

 

子ども食堂という場所なんですけれども、本当にただご飯を食べるだけじゃなくてですね。 

様々な人と繋がる交差点でもあったりします。 

お母さんたちも子育てで、もう大変なことに、毎日毎日大変だと思うんですけれども、そういったお母さん方にもですね、ちょっとね、

一息ついてもらったりとか、そういう場にもなったら嬉しいなっていうことをずっと感じていますし、子ども食堂にご飯を食べに来る。も

しくはお弁当を取りに来る。 

そういった時に、我々と少しでも話ができて、お母さんたちが、ほっとする、そういう場所がね、必要だなと思っています。 

 

さらに言うと、子供たちっていうのは、本当に家庭にずっと居続ける、あとは学校にずっと居続ける、そう言った関係の中でですねや

っぱりちょっと疲れちゃうよねっていうこともきっとあると思うんです。 

そういった時に、子ども食堂っていうのをぜひ使ってもらいたいですし、そういうほっとできる子供にとっても大人にとっても、ちょっと安

心できる、ほっとできる、そういった場所であり続けたいなと思っています。 

 

ですので最近特に言われるようになりましたが、次のページお願いします。 

この家庭でも学校でもない第3の居場所、こういうことを最近言われるようになってきています。 

埼玉県は本当に居場所づくりの活動、今日のセミナーもそうなんですけれども、この居場所をね、いかに増やしていくか。 

第3の居場所って、きっと社会にとってものすごい重要なんじゃないかなっていう、そういうふうに、もうみんなで気づいてきてるっていう

ことなので、ここの第3の居場所の一つにですね、この子ども食堂っていうものが、きっとあるんじゃないかなというふうに思っていま

す。 

 

子ども食堂、本当に食だけではない、食べるだけではないって先ほど申し上げましたけれども、次のページよろしいですか。 

それぞれのね、地域で人と人が繋がって、支え合える場所、地域のみんなで子供たちを見守れる場所、これが居場所の大事な

ところ、だと思います。 

それはもう子ども食堂、これって、どんどんどんどん地域のオアシスになってくれればいいなというふうに思っています。 



きっと誰もが来ていい場所で、きっと誰もが参加しやすい場所で、人と人とか、繋がっていく、そういった素敵な場所になってきてる

んじゃないかなというふうに思っています。 

 

とは言いましてもですね。 

この運営者の中には、やっぱり誰が来てもいいよっていうところでもですね。なかなかこう、本当は貧困対策、困窮家庭への対策

というところで皆さん考えることが多いので、本当に必要な人に届いてんのかなという疑問を持たれることが多いと聞きます。 

困りごとのアンケート、子ども食堂向けにですね、困りごとのアンケートなんていうのも取ったりするんですけれども、その中のやっぱ

一番の困っていると言われているのが、必要な人に本当に届いてるんだろうかという問題なんですね。 

他にももちろん、運営資金はどうしたらいいかとか、ボランティアの人を集めるにはどうしたらいいかとか、あとは場所をどこにこう設定

してやったらいいかとか、様々問題はあるんですけれども、もうその中でも、やっぱりちゃんと届くんだろうかっていうことを言われること

が多いです。 

 

私は埼玉県200団体ある子ども食堂のネットワークの方で代表やっておりますけれども、そのネットワークの中にもですね、200団

体あれば200通りの子ども食堂があるというふうに思っています。 

ですので、様々な形態、自分たちの得意としているもの、自分たちが一番大事としているもの、そういったものを表現として、子ど

も食堂に出していただけるとですね。本当になんていうかな、子ども食堂の幅が広がるというか、いろんな形があって、いろんな子ど

も食堂があっていいと思ってるんです。 

ですので、今日ビギナーズセミナー、もしかしたらこれから始められるっていう方もいらっしゃるかもしれないんですが、こういうものです

という子ども食堂、特に決まりっていうのはないので、もう本当に自分たちの表現したい子ども食堂っていうのを、ぜひ目指していた

だけるといいなと思ってます。 

とにかく、楽しんでいただく。楽しいところに人は集まってきますから、自分たちの子ども食堂が楽しい場所だよって自分たちも全力

で楽しんでいただいて、そのエネルギーみたいなものがですね、みんなにきっと伝わると思いますので、それで楽しい場所でみんな包

み込んでいただければなというふうに思ってます。 

 

その貧困問題っていうと、次の資料お願いします。 

これざっくり出しましたけれども、もうイメージ図です。 

この大きい外の、濃い青い丸ですね。もうもはやこれ地域づくりと書いてあります。 

地域のにぎわい、無縁のあらがうつながり、高齢者等の活躍の場、誰も取り残さない地域づくり。 

これはもう本当にこの大きな丸の中に子ども食堂、これはもう、子ども食堂の本来、本来と言ったらいけないかな。姿だと思ってい

ただいていいと思います。 

その中に、子育て支援、その中に、さらに子供の貧困の問題がある。 

そういったものが内包されてるよというふうに考えていただければ、この丸の中にですね、自分がどこで子ども食堂をやる場合とかで

すね、考えた時に、注目してそこをやっていくかっていう問題があるかと思うんですけれども、これはもう本当に皆さん、ご自身の中

の選択になると思います。 

 



ただし、子ども食堂っていうのは、大きなマル、すべて包み込んで、やっていきましょうと。 

これが居場所ですよっていうことがいえるような形ですね、展開していくことが望ましいんじゃないかなと思って今、いろいろ活動して

いるところです。 

本当に地域づくりにもなりますし、そうですね子育ての支援にもなりますし、そんなところに、ちょっと困ってそうな方たちがいらっしゃっ

た時にですね、僕らが例えば、様々な行政機関だったりとか、専門家と繋がってることによって、貧困対策っていう部分も少しアド

バイスができたりとか、そういったことに繋がっていくんじゃないかなと思いますので、これだけが子ども食堂ですっていうような考え方

ではなく、もっと広い視野でですね、とらえていただけるとますます可能性が出てくるんじゃないかなというふうに思っています。 

 

次の資料お願いします。 

全国の子ども食堂の数、ものすごい伸びてますね。 

実は、あと1週間後ぐらいですかね。また最新の全国の子ども食堂の箇所数調査というのが、発表されるということになっておりま

す。またそれを見ていきたいなと思うんですけれども、本当にもう1,000、1,500ぐらいずつどんどん増えているっていうということですの

で、このまま伸び続ければですね、おそらく8,000とかね、8,500とかになってくるのかなっていうのは思うんですけれども、実はこれがで

すね、全国の中学校の数にたいぶ近づいてきているということが言われています。 

 

埼玉県は、全小学校区に一つ、子供の居場所を作りましょうと、すごい目標を立てて進めていらっしゃいますけれども、実は全国

の子ども食堂の数だけ見るとですね中学校数に匹敵してきてるという、データになってます。 

これもう本当にすごい数だなと思いますね。 

これは7,000ヶ所それぞれのやり方があると考えると、もう絶対に同じところは一つもないですから、うん。子ども食堂のね、形が

7,000ヶ所あると思うと、逆に私なんかは、非常にワクワクいたしますし、埼玉県も回りきれないのに、ちょっと全国も見てみたいなん

ていうのはずっと思っています。 

全国のネットワークのね会議なんかにもちょっと参加したりすることもありますけれども、非常に活発に議論が行われているというの

が実情です。 

 

次、資料お願いします。 

これは私のやってます埼玉県の子ども食堂ネットワークの情報でございますけれども、1年に1回、このように、子ども食堂のマップと

いうのを展開させていただいて、今、これ191と書いてありますけど、これは今年の7月の段階ですね。 

実は今の段階で201団体が加盟されてるというところになって、どんどん増えています。 

 

この中にご紹介ちょっとさせていただきたいと思います次の資料お願いします。 

広報誌なんかも作ってますけれどもその広報誌、昨年のものに載せさせていただいたページですが、これ運営者の方ですねもう、

まず左側の上にある志木のまいにち子ども食堂なんですけども、まさにですね、毎日やっている子ども食堂です。 

これは本当に全国的にもかなり珍しいんじゃないかなと思いますけれども、本当に思いのをある方で毎日やってると。 

もうとてもとても真似することはできません私。ちなみに、私の団体は月に1回で手一杯です。 

 



その下ですね、熊谷のなないろ食堂、これもですね、週に3回ぐらいやっているところですけれども、ここも行政との連携がすごく強く

てですね、あと学校だったりとか、そういったところとの関係が非常に良好に行ってるというところです。 

ここもう非常にパワフルでみんな生き生きとしたこの場所の裏にちょっと田んぼみたいな空き地があるんですけど、田んぼみたいな

空き地ってちょっとよくわかんないかもしんないけど、ちょっと空き地があって、そこでもう皆ワーッと遊んでる、とてもすてきな場所だな

と思っています。 

 

右の上ですけどもこれは三芳町というところにあるおなかま子ども食堂っていうところの事例、出してますけれども、もうあの、人が

すごいいっぱい来るところですね。 

若い子が非常に多くて、大学生、高校生が率先してボランティアに入ってきてくれるというような、とても若々しくて、子供たちももう

本当何ていうかな、元気いっぱいなところですね。 

 

それから右下のところ、長くつ下のピッピ食堂というところ、東松山でやられている。 

もしかしたら今日も入ってるかもしれませんけども、このミーティングにですね、ここもですね、勝田さんが非常に元気モリモリの方な

ので、みんなそれにね、乗っかるようにですね。もう皆さん元気元気、うん。 

何か愛に包まれている、とってもすてきな場所だという感じがいたしましたね。2回ほど行かせていただきましたけども。 

 

こういった、もう本当に様々な形で皆さんが運営されてるということをね、ちょっとご紹介させていただきました。 

 

次のページお願いします。 

ちょっと時間も差し迫って参りました。 

これはですねこれ私のやっているところで、コロナ前だったんですけれども、ちょっと体験、キャリア教育みたいな意味合いもすごいあ

ったんですが、消防士さんに来ていただいたりとか、次のページよろしいですか。 

東武東上線ふじみ野駅の駅長さん、当時のですね、電車の仕事っていうことで、わざわざ制服を着て来てくださったということもあ

ってですね。 

これは僕もすごい気持ちが入っていたところがあったので、ぜひ続けたいなと思ってたんですけれども、今、さすがにちょっとできてな

いんですが、これをやり続けることで、こういった形に子ども食堂っていうのを知っていただく機会になったっていうのが非常に大きかっ

たです。 

それから子供たちが何かこう心に残ってるものがあったら嬉しいなというふうに感じています。 

ですので、本当に、食べるだけじゃなくて、こういったこともいろんなことができる。 

そういったのが子ども食堂のいいところじゃないかなと思ってます。 

 

次のページお願いします。 

子供たちはもう本当に体験と経験を増やしていくと、引き出しを増やしていくと。で、それが大人になった時ですね、何か突然こう

繋がっていくことがあったりします。 

それが趣味に繋がったりとか、仕事に繋がったりとかあると思いますけども、きっとそれが何かの生きがいになるんじゃないか、これは



大人も一緒なんですけれども、そして生きがいを見つける可能性があるかもしれない、そういうことですね。こういったこともやってい

ました。 

今ちょっと本当できてないので、もうご紹介になってしまうんですけども。 

 

次のページお願いします。 

まとめに入りますけれども、人と人が地域で繋がる、誰かが繋がっているという安心感、1人ぼっちじゃないんだよっていうことです

ね。それをちゃんと伝えていけるかどうか。 

それから繋がり続ける、居場所を作る。これは子ども食堂の一つの大きな目的だと思います。 

 

それが居場所づくり、これは子ども食堂だけではなくて、もう居場所づくり、子ども食堂、学習支援、それこそ今日もこの後お話い

ただきますけどプレーパーク、そういったところもですね、非常に重要な居場所づくりの中に入ってますけれども、本当にこの居場所

っていうのがあることで、みんながどんどん繋がっていくっていうことがですね、非常に重要なのかなと。 

誰も取り残されない社会の実現。 

SDGsっぽくなっちゃうんですけれども、この誰も取り残されない、みんな一緒に、もうなんちゅうかな社会包摂っていう言い方します

けれども、社会でみんな見守っていきますっていうことですね。 

そういったことの表れ、そういった社会活動なんじゃないかなというふうに思っています。 

子ども食堂だけではなくてですね、本当にこの居場所をつくるっていうこと、これからもどんどん進めて、ぜひ小学校区に800ヶ所、

このためにね、私も一生懸命頑張りたいと思います。 

 

次のページお願いします。 

ちょっととりとめもない話だったかもしれませんけれども、この後ね、ブレイクアウトルームで皆さんのお声も聞けるということですので、

その時間もまた楽しみにしております。 

ご清聴ありがとうございました。 

 

 

【司会】 

東海林様ありがとうございました。 

続きまして、埼玉冒険遊び場づくり連絡協議会代表、佐藤美和様より、「遊び場づくりはじめの一歩講座」と題してお話いただ

きます。 

佐藤様は、2003年に公園に段ボールを持ち込み、居合わせた人と遊んだことから、冒険遊び場づくりの活動を始められ、現在

は、埼玉冒険遊び場づくり連絡協議会代表、NPO法人たねの会代表理事でいらっしゃいます。 

また、「冒険はらっぱプレーパーク」プレーワーカー、「フリースクールクルーズ」共同代表を務められ、埼玉県内での遊び場づくりや

その立上げ支援等も行われています。 

佐藤様、お願いいたします。 

 



 

【佐藤 氏】 

皆様こんにちは。 

今ご紹介いただきました、埼玉冒険遊び場づくり連絡協議会代表しております佐藤美和と申します。 

よろしくお願いいたします。 

 

今日はですねビギナーズセミナーということで、私の方からお伝えする内容としては、プレーパークですね、プレーパークそもそもどん

な場所っていうところのご紹介と、あとはどうやったらつくれるのっていうところをちょっと具体的にお話させていただきたいなと思ってお

ります。 

よろしくお願いいたします。 

 

次お願いいたします。 

自己紹介ですねこちら先ほどいただきましたので、ちょっと割愛させていただきす。 

 

次お願いいたします。 

プレーパークってどんな場所ということなんですけれども、プレーパークもしくは冒険遊び場というふうに日本では言われております。 

こちらはですね日本で始まった活動ではなく、もともとはですね、こちら世界で最初の冒険遊び場は、エンドラップ廃材遊び場とい

いまして、1943年の第二次世界大戦中にコペンハーゲンで作られた遊び場が起源となっています。 

こちらはですね、デンマークの造園家のソーレンセン教授という方が、こぎれいな遊び場よりも、ガラクタの転がっている空き地や資

材置き場でこそ、子供たちが大喜びで遊んでいるというのを発見して作った遊び場だそうです。 

こちら右側にあるのが、その時の様子ですね。 

すごく高い建物で子供たちが遊んでいる様子が、ここにありますね。 

 

で、この後ですねこちらのエンドラップ遊び場から、イギリスの方に広がりました。 

こちら1945年ロンドン、イギリスの造園家アレン卿夫人という方が、その遊び場に感銘を受けてその思想を持ち帰り、ロンドンの爆

撃跡地に作ったものが、イギリスでの始まりとされています。 

その後1950年代から70年代を中心に、他のヨーロッパでも広がりまして、現在では1,000ヶ所程度の冒険遊び場が、ヨーロッパ全

体であると言われています。 

 

日本ではですね1970年代、世田谷にお住まいだった大村虔一・璋子夫妻が、こちらの活動を知って感銘を受けて、ぜひ自分た

ちの住んでいる地域にもプレーパークを作りたいということで、立ち上げられた羽根木プレーパークというのが、日本で初めてのプレ

ーパークになります。 

 

次お願いいたします。 

現在、日本全国では500ヶ所以上に今、冒険遊び場の活動が広がっています。 



埼玉県内では、こちらのマップにあるんですけれども、現在25ヶ所以上の活動に広がっております。 

このうち、週5日以上開催している常設型のプレーパークは2ヶ所になるんですけれども、それ以外のところは、本当にそれぞれの

地域の方のペースで、月に1回だったりとか、年に何回だったりとかっていう形で、活動頻度とか、活動場所は様々なんですけれど

も、25ヶ所ぐらいに広がっております。 

今年度もですね、新たに立ち上げたいといったような方が、その地域の近くに住んでいる団体が支援する形で遊び場づくりの活動

を始めるという事業もやっておりまして、春日部とか、あと所沢とか、川越なんかでも始めたいって言っている方がいらっしゃって、今

県内でも、このですね県の後押しもあってですね、以上に広がってきているというような状況がございます。 

 

次お願いいたします。 

そもそも冒険遊び場ってどんな場所っていうところなんですけれども、こちらですね。 

日本の冒険遊び場づくりを支援している中間支援組織で、日本冒険遊び場づくり協会というところがあるんですが、そちらの定

義を一応ここに載せました。 

読みますと、「冒険遊び場は、すべての子供が自由に遊ぶことを保障する場所であり、子供は遊ぶことで、自ら育つという認識の

もと、子供と地域とともに作り続けていく、屋外の遊び場である」ということが定義になっております。 

 

ですので本当に地域の誰でも年齢関係なく、申し込みもなく、いつでも遊びに来れるよという場所として、開いている場所というこ

とになりますね。 

特にプログラムとか作るのではなくって、子供たちが自ら遊んで育つという力があるという認識のもと、作られているという場所になり

ます。 

それから、子供がお客さんではなくて、子供と一緒に、また地域の皆さんと一緒に、ともに作り続けていくという活動になっていま

す。 

 

あとは屋外というところですね、を使って活動されているというところが特徴になっています。 

それでこちらはですね、今ここに写ってるのは、七輪でなんかマシュマロとか焼いてる様子なんですけれども、普段の中で、公園で

は禁止されてしまうようなことですよね、例えば穴掘りとか巻きのぼりとか、水を大量に使って遊ぶとか、火を使うっていうことも、一

般の公園では禁止されていると思うんですけれども、そういったことも、地域の方、あと行政、公園管理者などとの協力とか連携

によって、できる限り可能にしているといったような活動です。 

 

ですのでこちら本当に欲しいとか、こういったことがやりたいっていうような思いがあって、それを実現していくためにということで、協力

を呼びかけながら、だんだんと作られていく活動なのかなというふうに思っております。 

 

次お願いいたします。 

なぜこういった場所が私はすごく必要だと思ってるんですけれども、そこら辺のですね、今の子供たちを取り巻く地域の現状とか、

課題について、ちょっと私の方で考えているところをまとめたものがこちらになります。 

今ですね子供たちの環境を見てみると、なかなかのびのびと遊ぶことがしづらい環境になってきているのではないかなと思います。 



特に外遊びですね。時代が変わるにつれて都市化だったり少子高齢化だったりっていうところで、まず「三間の不足」ということで、

子供たちからゆっくり遊ぶ時間がなくなっていったりとか、場所や空間がなくなったり、あとは一緒に遊ぶ仲間っていうのがお互い忙

しくなって、地域からそういった空間とか、仲間とか時間が失われてきているといったことが、状況としてはあるのかなと思います。 

 

それから2番目として「制限制約の多い環境」ということで、公園にもですね禁止看板が多かったり、危ないからとか、子供が心配

でといったようなところもあると思うんですが、何々してはいけないっていうな環境がとても増えてきているかなと思います。 

私も昔は空き地でよく遊んでたんですけれども、この下の表ですね、今の子供世代と親世代を比べた時に、親世代は空き地で

遊ぶ率が高かったけれども、最近の子供たちはショッピングモールで遊んでいるっていうデータが出ていたりもします。 

そういった環境の変化があるかなと思います。 

もうちょっと考えてみるとなぜその禁止が増えていったかなっていうところも、よくよく考えてみると、良かれと思ってだったり心配だった

りっていうのもあると思うんですけれども、責任の追及がなされるような風潮の中で、制限を強めていってるといったようなところも、

よくよく考えるとあるんではないかなというふうに思っております。 

それは子供のってよりも大人側のね、都合だったりっていうところで、制約が増えてないかなというところもちょっと見直す必要がある

のかなと思っていたりします。 

 

あと3番目としては、時期の繋がりが希薄化してきて、子育てもですね、一緒にするっていったような地域での繋がりがなくなって、

子育てが孤立化してきているというな状況があるのかなと思います。 

そういった中で、なかなか地域の中で安心して遊べるっていう環境や、安心して子育てできるっていう環境も失われてきているのか

なと思います。 

こちらの右のデータなんですけれども、木下さんという方、寺田さんという方の研究の中で出てきたデータなんですが、外遊びをして

いる日数をアンケートとりましたら、外遊びが0日だっていうような回答が、都市部の子供たちで8割、農村部、結構豊かな自然

環境あるかなと思っているけれども、6割ほどの子供が、外遊び0日っていうふうに答えたというデータも出ているそうです。 

ですので、すごく外遊びをする子供たちが実際減ってきているということが見て取れるかなと思います。 

 

次お願いいたします。 

何でそんなにその遊びを大事にしたいかっていうところなんですけれども、子供にとって遊びとはっていうことで、子供たち、今ここを

写真写ってるんですが、例えばハイハイできるようになって、物がつかめるようになったらティッシュをひたすらこう出して遊んでいたりと

か、鉛筆やペンが持てるようになったら自分で好きに落書きしてみたりとか、そういったことを子供たちは指示されなくてもやり始める

と思うんですよね。 

子供たちがやる遊びっていうのは、自分でこう成長したいという欲求のあらわれだと思っています。 

いろんなことに、いろんな世界に手を出して自分で確かめながら、自分のできることをふやしているっていう。 

そこにはそれやってみたいという子供たちの気持ちがあるんですよね。 

そのやってみたいっていうことから始まるすべてのことが遊びだと思っています。 

ですので、子供たちがのびのび遊ぶ環境がなくなってきているっていうことは、子供たちの豊かな成長を阻んでいるっていうところも

あるんじゃないかなっていう視点で考えると、もっともっと地域で子供たちが遊べるっていうところを、私たちが何か意識して作ってい



く必要があるんじゃないかなというふうにも考えております。 

子供たちは遊ぶことで、やっぱりあのね他者の評価じゃなくて、自分で発見してやってみて「やった！」っていうような体験ができたり

とか、いろんなことを学んでいると思います。 

ですので、失敗してもいいから試してみることができる環境とか、そこにありのままでいていいんだっていうの安心感があることが大事

だと思っています。 

つまりはそこがですね子供たちの居場所になって安心していられれば、逆に言うと子供たちがいろんなことにチャレンジできるように

なっていくのかなと思っています。 

 

次お願いいたします。 

大人にできることなんですが、ですので今のことから考えると、なるべくその禁止事項を作らなくて済む環境、子供たちがのびのび

遊べる環境を作るっていうような意識で、環境づくりをしていければいいのかなと思っています。 

その際には、大人がらやらせたい遊びをさせたいっていう気持ちは、大人だったら誰でもあると思うんですけれども、そうじゃなくて、

子供自身が何やりたいのかなっていうところを、実現できるようにっていうところで、本当に子供たち、何か素材だったり道具だけで

も様々な遊びを作り出すっていうことをこれまでたくさん見ているので、子供たちの発想だったり、探求だったり、発見だったり、それ

ぞれの遊びを大切にできる環境をいかに作っていくかっていうところで、環境づくりをしていければいいのかなというふうに思っておりま

す。 

 

次お願いいたします。 

実際ですねそういったプレーパークとか遊び場を作っていこうと思った時に、具体的にはステップってこの通りじゃなくてもいいんです

けれども、どういうことを考えて、作るといいかなというところを少し挙げてみたいと思います。 

 

次お願いします。 

まず、一つ目、仲間を見つけるということで、私も先ほどご紹介した羽根木プレーパークっていうところを知った時に、これは面白い

と思って、あとはすごく今の社会に必要じゃないかって思ってですね、ぜひやってみたいと思って、1人から始めました。 

ですので、仲間見つけるっていうところから考えれば、1人からでも始められるということで、そうやってみたいなということがあったら、ぜ

ひ、こういった方法で動き出してみたらいいんじゃないかなというご提案です。 

まず情報収集というところで、どこかに近くにとか、やりたいって思ってる人いないかなっていうことで、いろんなところに聞きに行くと

か、協力してくれる人いないかなということで、いろんな人に聞いてみるっていうのがまずできることかな。 

あとは、いろんなプレーパークの団体が主催してる講座とか、こういった居場所づくり系の講座等に参加してみる。 

あとは自分で、誰かを呼んで学習会を開いてみて、そこに集まってくれる方ってすごくに興味がある方だと思うので、そういった仲間

づくりの仕方もあるかなと思います。 

あとは今はね、SNSがあるので、どんどん発信することで仲間づくりができると思います。 

あとはもう小さくなんか遊びの企画をやってみたりとか、子供の遊びのこと考えませんかというおしゃべり会やってみたりとか、そういっ

たことで、仲間づくりをスタートさせるといいんじゃないかなと思ってます。 

その中でこの話をしてみようということで、ぜひご自身のこととか、子供のこととか、地域のこと、あとはどんな場所を作りたいかとか、



何で作りたいかとか、あとこんな遊びがしてみたいとかこんなことができるようになったらいいなとか、自分がやるならこんなことができ

そうですとか、どのくらいならできそうというようなことを出会った人同士でお話していくと、だんだんこう形になっていくというか、やれる

ような方法が見つかっていくのかなと思います。 

 

その団体にするかどうかっていうところなんですが、もう任意団体であれば、例えば「どこどこにプレーパークを作る会」とかっていうふ

うに自分でつけて、1人からでも2人からでも、つけてしまえばもうそれは任意団体であれば団体なので、もう団体を作って、活動し

始めるっていうこともいいのかなと思ったりしています。 

 

次お願いいたします。 

実際に場所ですね、どんなところでやるっていうところなんですけれども、まず自分でプレーパークをやってみたいなと思ったら、自分

のね、やりやすさというところもすごく大事だと思うんで、通いやすさとか、荷物の運びやすさとか、自分の生活圏がいいのか、なかに

は生活圏の外の方がいいよって人もいるんで、その辺を自分で考えてみて、出会った人とどうするっていう話にしていけばいいのか

なと思います。 

それから一緒にやる人とか、その遊びに来てもらいたい人どこにいるってことで、例えば自分の子供が一緒に遊べるようにっていうふ

うにして始める方が多いんですけれども、例えばその小学生が放課後来れるような公園はどこだろうとか、土日だったらたくさん人

が来れるような場所で駐車場がある場所どこだろうとか、何かそういった形で、どこでやると一番理想かなというところを、ちょっと地

域をグルグルしながら探してみるといいのかなと思います。 

そうするとここいいかもっていうのが多分出てくると思うんですよね。 

それが例えば公園だったり、緑地、行政が管轄している緑地だったり、公共施設内の敷地、例えば児童センターとか、最近だと

自治会館が持っているお庭みたいな場所であったりとか、あとは何々跡地とか何々予定地とかみたいにこう空いてる場所があった

りするんですよね。 

あとは私有地だったりもすると思うんですが、とにかくこの場所いいかももと思ったらその公園とかその場所を管理する方に聞いてみ

て、使えるかどうか。 

あとまで使うとしたらこういう決まりがあるっていうふうなことであれば、例えば許可申請が必要だったら許可申請を取ってやらせても

らうとか、どのぐらいだったらしていいかみたいなところで、相談しながらやってみるっていうところがいいかなと思います。 

 

あとは自宅の前の庭とかでやってる方もいますね本当に狭くっても、例えば家の前に七輪を出して、そこに集まってきた子たちと一

緒にワイワイやってるとか、そういったような形もあります。 

最近だと道、道も申請すれば借りられたりするので、道遊びっていうのも、盛んになってきています。 

あとは室内でも、屋外じゃなくても、自由に遊ぶっていうところのコンセプトだけ共有すれば、公民館借りたりとか、自治会館の中

でやってるところもあるかなと思います。 

 

あとは、企業内でやったりとかも、今あんまりないんですけれども、企業の中の例えば工場のスペースとかですね、屋内の広い倉

庫とかですね、なんかそういうところでやれても楽しいんじゃないかなって私なんかは思っています。 

そういった情報も、多分、こども応援ネットワーク埼玉に集まってくるんじゃないかなと思ったりするので、こちらに相談してみるのもい



いのかなと思ったりします。 

 

次お願いいたします。 

開催の準備をするっていうところなんですけれども、この準備自体が仲間づくりをしていくチャンスだったりするので、ぜひ楽しんで、

これ自体も遊び場づくりじゃないかなと思ってるので、楽しんでやっていけばいいのかなと思うんですが、まずお知らせってことでチラ

シをね、自分たちで作って周りの人に配ったり口コミでお知らせして、今度こういうことするんだけど来ない？ということで、あとは

SNSNで発信して、いうことが出てくるかなと思います。 

あとは環境づくりということで、他のプレーパークとか行ってみるとね、こんなものあると遊べるんだっていうのがわかってくると思うんで、

どんなものを用意しようかっていうところで、素材とか道具とか用意するものを考えていけるといいのかなと思います。 

 

その中でも、すべて買わなくても最初持ち寄りでできる範囲で、お金をかけずにやるっていうスタイルも結構あります。 

ですので持ち寄れるものとか、もっと借りれるものを募ってみると、うちこんなのあるから持っていけるよとか、こんなのはすぐに使える

んじゃないっていうことで、それ自体がね、楽しかったり仲間づくりになったりします。 

それでもねどうしても買わなきゃいけないものも出てくるかと思うので、その次は資金として、どれぐらいのお金かかるかなっていうとこ

ろで考えていけばいいと思います。 

 

お金の集め方としては、集まった人たちで出し合うこととか、あとやりながらカンパ寄付を集めたり、あとは会費を募る形もあるかなと

思います。 

あとは任意団体にして、助成金を申請するということも可能かと思います。 

 

あとは、開催する時のスタッフとしては、どんなところを注意していればいいのかなとか、何かわかんなかったら、いろんな本も出てい

るので読んでみたり、他のプレーパークに行ったり、近くのプレーパークも多分あると思うので話を聞きに行ってみたり、講座に参加

したり、講座を開いてみたりっていうことで、あとでねアドバイザー制度などもあるので、活用していただけるといいのかなと思っており

ます。 

 

次お願いいたします。 

準備ができたらというか、まず小さくでもいいからやってみるっていうことで、できそうな場所や仲間が集まったら、ぜひやってみて欲し

いなと思います。 

まずは短い時間例えば1時間とか、2～3人とそのお友達とかからでも、私もですね最初は本当にダンボールと布と何かロープぐら

いを公園に持ち込んで、居合わせた人に声かけて遊ぶっていうところから始めたんですけれども、だんだんいいねっていうことで、他

のプレーパーク行ってみようかとか、学習会やってみようかみたいなので仲間づくりをしてきたんですが、本当にやってくうちに仲間が

できてくるってこともあると思うんで、しかも楽しいんですね、やってみると楽しかった。だからまたやりたいっていうモチベーションにもな

ると思うので、ぜひ楽しみながら始めてみるっていうのが、いいんじゃないかなと思っています。 

 

県内にはですね、県内にあるというか、こういった遊び場作りを専門としているプレーリーダーとかプレーワーカーと呼ばれている人た



ちがいます。 

これを仕事として遊び場作りをしている専門職です。 

ですので最初、不安だったりどうしたらいいのかなっていうことであれば、こういったプレーワーカーを呼んで一緒に作ってみるっていう

やり方もあるかなと思います。 

 

やってみる時にですね、私たちがよく意識しているのが、来た方に何かその遊びを提供するっていうんじゃなくて、来てる人も一緒に

作ってもらうっていう意識で、例えばブルーシート広げたりとか、遊び道具を出してもらうのを一緒に楽しみながらやってもらうとか、

片付けもできるかと一緒にお願いしますって声かけて、ごみ拾いやってもらったり片付け手伝ってもらったりっていう、そのこと自体が

ねすごく楽しい、一緒にやると楽しい作業になるので、ぜひそういった形で、一緒にやれる人を見つけていく、それ自体仲間づくりだ

ったり子供の繋がりを作っていくことにもなるので、ぜひチャレンジしてみていただけると嬉しいなと思います。 

 

怪我があった際なんですけれども、その時対応できるようにということで、救急箱とか応急手当のことを学んでおいたり、その際の

連絡方法とか病院の場所などは、確認しておくと良いかなと思います。 

 

次お願いいたします。 

でやってみたら、その日でも別な日でもいいと思うんですけれども、ぜひやってみてどうだったかっていうのを、メンバーで感想とか、こ

んなことがあったよねとか、こんなことが面白かったよねとか、すごかったね子供たちとか、そういったような共有の時間をぜひとっても

らえたらと思っています。 

そこに、例えばどうしたらよかったんだろうとか、もっとこういうことできるかもみたいなアイディアがあれば、次に生かすっていうことで、あ

とはそれぞれにね、好きなこととか価値感の思いのすり合わせとか、価値観のすり合わせって意味でも、ぜひいろんな、お互いのこ

とを考えを話し合うっていう時間もぜひ作ってみるとすごく豊かな時間になっていくのかなと思います。 

 

あとは無理をせず、ついつい頑張りすぎちゃって続かなくなるってこともあるので、お互い正直なところ話し合って、分担できるところ

を見つけながらやって次につなげていくっていう、この方がいいのかなというふうに思っています。 

 

次お願いいたします。 

あとはですね支援団体・支援情報つかもうということで、こちら主催されている埼玉県少子政策課内にあるこども応援ネットワー

ク埼玉の方では、様々な居場所づくりのための支援をしてくださっています。 

そちらに問い合わせいただいたりとか、情報発信・情報提供されている情報を掴んだりとか、あとは居場所づくりアドバイザー制度

っていうことで、始めたいって言ったような時にはアドバイザーが来てくれていろいろ教えてくれるっていう制度も県の方にはあるので、

ぜひそちらを活用していただけるといいのかなと思っています。 

 

あとは資金が必要だってなった時に、こちらこの名称で検索してもらえると出てくると思うんですけれども、様々な助成金があります

んで、ぜひ検索して、見ていただければなと思います。 

 



それから私たちの団体の方では、先ほど申したアドバイザーの派遣とか、立ち上げ支援なども行っております。 

あとは活動者同士の交流の場を、メーリングリストとかオンラインで行ってたりするので、ぜひ私たちにもお声掛けいただければと思

います。 

この右に写ってるのは「あそむーぶ」っていうものなんですけれども、旅行バックですね、スーツケースの中に遊び道具いっぱい素材

詰めて、これさえあればとりあえず遊び場できるよっていうものの貸し出し等もしてますので、ぜひご興味ある方はお問い合わせくだ

さい。 

 

次お願いいたします。 

最後になんですけれども、大人こそ遊ぼうということで、今いろいろ申し上げたんですけれども、あそこがこうやってるからこういうもの

を作んなきゃいけないとか、そういうことじゃないんですよね。 

あの形じゃないんで、集まってきた人が、一人一人やってみたいって子供もそうなんですが、大人の方もこういうことやってみれるん

じゃないかなとか、やってみたいなっていうことを、1個からでもぜひ実現していくっていうところから遊び場づくりが始まってると思うの

で、ぜひやってみたい気持ちを大事に、楽しみながら作っていくっていうのが、そのね気持ちが子供たちにも伝わってたりとか、周りり

の方にも伝わっていたりするので、ぜひ楽しんで始めてみるのがいいのかなと思っています。 

 

本当に冒険遊び場は年齢の制限もなく、遊びを通して、様々な方がつながれる場所になっていると思います。 

そういった地域づくりができると、先ほど東海林さんもおっしゃってたように、本当にみんなが、誰1人取り残されることなく、安心して

暮らせる町になっていくのかなと思いますので、ぜひぜひ、本当に私もですね、この冒険遊び場に出会って、この活動して20年ぐら

いになるんですけれども、本当にやってよかったなと思ってます。 

様々な人に出会えたりとか、何か子供たちの様子を見てすごく感動する場面にもたくさん出会ってきましたし、様々な大人の方に

出会って、時には難しいこともあったりしますが、それもすごく自分たちの勉強になったりもしているので、本当に人生が豊かになる

し、地域に本当に自分の子供たち以外に、こんなにもうこうたくさんの子供たち、子供みたいに思える子供ができるっていうのは

ね、すごく自分としても、豊かな人生にしてもらえてるなと思うんで、ぜひ小さいところからでも、一緒にですね何かあったら、県内に

は仲間がたくさんいるので、ぜひぜひ始めて見ていただければなと思っております。 

 

では私の方からは以上になります。 

ありがとうございます。 


